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取組の概要
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2023年度の検討概要（案）…第15回建築BIM環境整備部会資料の再掲

現段階での検討 2



2023年度の検討概要（案）…第2回戦略WG資料の再掲

検討の方向性検討項目

• 「BIM図面審査」における整合性が確保された、確
認申請図書作成のための（仮称）標準参考テンプ
レートの支援

• 原理的に整合性が確保できる記載方法などの検討

• 整合性が担保できる確認申請図書を効率的に作成す
る手法の確立

• 不整合が生じる可能性がある「2D加筆」された情報
の表現方法等の検討

整合性の高い確認申請図を用いた審
査手法の検討

Ⅰ－② 確認申請図書作成ツー
ル等の開発・普及
（（仮称）標準参考テ
ンプレート等）

Ⅱ－① 確認申請に必要な属性
情報の整理

■BIM図面審査

• BIMの特性を活かしたルールに基づき図面間の整合
性のとれた確認申請図書の審査のための整理・検討

• 「BIM図面審査」における整合性審査省略の考え方
のとりまとめ

• 「BIM図面審査」に供する確認申請用 CDE（IFC・
PDF ビューア）に設定すべき与条件や仕様のとりま
とめ

確認申請用CDE構築の検討

Ⅱ－③ 確認申請用CDEの構築
（ビューア、データ共
有、IFCとPDFの整合確
認機能等）

• 審査補助機能をもつ「BIMデータ審査」に求められ
る要件の検討・整理

• 「BIMデータ審査」に供する確認申請用CDEの仕様検
討にあたり、審査に必要な基本機能（仕様）と今後
の開発の方針等の検討

BIMデータを用いた審査の検討

Ⅱ－② 確認申請用IFCルール
の策定（確認用書き出
し/読み込みルール）

Ⅲ－① 「BIMデータ審査」に
必要な情報の整理

Ⅲ－② 既存の法チェックツー
ルの整理

■BIMデータ審査
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2023年度のアウトプット（案）…第2回戦略WG資料の再掲

■BIM図面審査
成果概要

報告書
BIM

データ

確認申請の情報を有するBIM試行モデ
ルの作成及び確認申請図面

• 図面も含めた建築情報の整理・提案

Ⅰ-
②

報告書

確認申請におけるBLCJオブジェクト標
準Ver2の属性確認及びモデルの作成方
法のバリエーションの提案

報告書

「BIM図面審査」における整合性審査
省略の考え方（案）
• 整合性省略の対象範囲の設定
• 整合性審査省略の責任区分の整理、等

Ⅱ-
①

報告書

「BIM図面審査」におけるPDF・IFC等
を用いた審査方法・手順書（案）
• 審査手法、整合性審査省略をしたエビ

デンスの保存方法、等
• 整合性審査省略のためのIFCデータの

ルール・方針案

仕様書

報告書

「BIM図面審査」に用いる「確認申請
用CDE」の仕様書及び検討報告書
• CDEの仕様
• 検討報告（仕様の解説等）

Ⅱ-
③

■BIMデータ審査
成果概要

報告書

「BIMデータ審査」の定義（素案）

• 審査項目の設定、審査手法、責任区分
の整理、保存方法等

Ⅲ-
①

報告書

「BIMデータ審査」実現に向けた基礎
調査資料

• 既存の法チェックツールの整理等
Ⅲ-
②

報告書

代表的な審査項目について、「BIM
データ審査」に向けて必要となるIFC
及びCDEの仕様案
• 必要なIFCデータ、等
• 必要なCDE機能、等

Ⅱ-
②
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本日の報告と検討項目の関係整理

第4回審査TFの成果案
（戦略WG事務局作成）

※主なものを記載

検討項目

１．（仮称）標準参考テンプ
レート、作成ルール

Ⅰ－② 確認申請図書作成
ツール等の開発・
普及（（仮称）標
準参考テンプレー
ト等）

Ⅱ－① 確認申請に必要な属
性情報の整理

２．BIM図面審査方法・手順書Ⅱ－③ 確認申請用CDEの構築
（ビューア、データ
共有、IFCとPDFの整
合確認機能等）

３．整合性審査省略の考え方

４．確認申請用CDE仕様書（β
版）

５．BIMﾃﾞｰﾀ審査の検討項目に係
る審査方法の検討

Ⅱ－② 確認申請用IFCルール
の策定（確認用書き
出し/読み込みルー
ル）
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BIM図面審査：
整合性の高い確認申請図を用いた
審査手法の検討

Ⅰ－② 確認申請図書作成ツール等の開発・普及（（仮称）標準
参考テンプレート等）

Ⅱ－① 確認申請に必要な属性情報の整理
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 確認申請図書の種類と（仮称）標準参考テンプレートの対象範囲の設定状況

検討するBIMソフトウエアパラメータリストBIMモデル確認申請図面

Revit（AUTODESK）

Archicad（グラフィソフトジャパン）

GLOOBE（福井コンピュータアーキテクト）

Vectorworks（エーアンドエー）

●●●意匠

Revit（AUTODESK）
R04年
検討済

●●構造

Revit（AUTODESK）

Rebro（NYKシステムズ）

CADWe`ll T-fas/Linx（ダイテック）

CADEWA Smart（富士通）

FILDER Ceed（ダイキン）

●●●設備

 今年度の最終成果

確認申請図書作成用の（仮称）標準参考テンプレート

凡例 ● ：今年度の最終成果
× ：CADにより作成（対象外）
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 確認申請図書の種類と仮称）標準参考テンプレートの対象範囲の設定状況

確認申請図書作成用の（仮称）標準参考テンプレート

 確認申請用図面（意匠図）

最終成果

×特記仕様書

●基礎伏図

●各階床伏図

●軸組図

●柱断面表

●梁断面表

●壁・スラブ断面表

×配筋要領図

 確認申請用図面（構造図 ）

凡例 ● ：今年度の最終成果
－ ：次年度の実施を調整中
× ：CADにより作成（対象外）
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最終成果
（Archicad）

最終成果
（Revit）

●●図面リスト

××建築計画概要書

－－敷地求積図

●●地盤面算定図

●●建築面積

●●各階求積図

●●外部仕上表

●●内部仕上表

●●配置図

●●各階平面図

●屋根伏図

●●防火区画図

●●断面図

●●階建具符号図

●●建具表

●●建具姿図

●●間仕切り壁種別リスト



 確認申請図書の種類と（仮称）標準参考テンプレートの対象範囲の設定状況

 確認申請用図面（電気設備図）

確認申請図書作成用の（仮称）標準参考テンプレート

 確認申請用図面（空調設備図）

最終成果

●図面リスト

×工事概要書

×特記仕様書

×標準図

×凡例表

×熱源機器表

×空調ポンプ機器表

×空調機機器表

×ファンコイルユニット機器表

●パッケージ形空調機機器表

●全熱交換器機器表

●送・排風機機器表

－制気口リスト

●ガラリリスト

●排煙口リスト

×系統図

×空調ダクト設備 系統図

×排煙ダクト設備 系統図

●空調配管設備 各階平面図

●空調ダクト設備 各階平面図

●排煙ダクト設備 各階平面図

凡例 ● ：今年度の最終成果
－ ：次年度の実施を調整中
× ：CADにより作成（対象外）
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最終成果

●電気設備 図面リスト

×工事概要書

×特記仕様書

×電気設備標準図

×凡例表

●非常照明・誘導灯設備器具姿図

●非常照明・誘導灯設備各階平面図

×幹線設備 系統図

●幹線設備 各階平面図

×拡声設備 各階平面図

×火災報知設備 各階平面図

×雷保護設備 仕様書

×雷保護設備 各方位立面図

×雷保護設備 平面図

×雷保護設備 各軸

最終成果

●図面リスト

×工事概要書

×特記仕様書

×標準図

×凡例表

●衛生機器表

×給水・給湯配管系統図

×排水・通気配管系統図

●外構図

●給排水衛生設備 各階 平面図

●給排水衛生設備 受水槽室詳細図

×消火設備 配管系統図

×消火設備 各階 平面図

×ガス消火設備配管系統図

×ガス消火設備 平面図

 確認申請用図面（給排水設備図）



確認申請図書作成用の（仮称）標準参考テンプレート（凡例）
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凡例表現のルール

Confidential

• BIM図面審査（整合性確認省略を含む。）に向け、標準的な凡例や特記仕様書の

特記事項の表現について検討した。

＜凡例の例＞ ＜特記仕様書の例＞

内容令法対象項目

・石綿、吹付石綿、吹付ロックウール
（含有石綿0.1%超）は使用しない。
・シックハウス対策としてクロルピリホ
スを使用せず、かつ、告示対象建築材料
以外の建築材料又はF☆☆☆☆等級を使
用する。

20の4
ほか

28の２
石綿等の
衛生上の
措置

無窓居室（令第111条）は、その居室を
区画する主要構造部を耐火構造又は不燃
材料で造るものとする。

11135の3
無窓居室
の主要構
造部

・法第37条の指定建築材料は、JIS・JAS
適合品又は大臣認定品を使用する。

144の
3

37建築材料



 BIM図面審査に必要な確認申請図書作成ツール

モデル作成ルール
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①入力基準書（BIM図面審査用）

②（仮称）標準参考テンプレート

③チェックリスト（設計者が作成）

• BIM図面審査（整合性確認省略
を含む。）に必要な確認申請
図書作成ツールについて検討
し、以下の3つに整理した。

①入力基準書（BIM図面審査用）

②（仮称）標準参考テンプ
レート （＋説明書・入力
ガイドライン）

③チェックリスト（設計者が
作成）



（仮称）標準参考
テンプレート

BIMの機能を使った
（仮称）標準参考
テンプレートの説明
書・入力ガイドライン

BIMの準備（入力基準書）※：

確認申請に必要なもの、定義すべき基準と方法

ベンダー・準拠
テンプレート

ベンダーの
マニュアル

先行企業の準拠
テンプレート

個社の
マニュアル

チェックリスト：入力の範囲、属性の定義と内容の確認、テンプレート
の挙動の確認、数値の整合性確認、整合性確認省略範囲等

※BIMソフトによらず
原則、共通のもの

モデル作成ルール（意匠）
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I)入力の範囲

※BIMで入力する範囲・属性をアウトプットを定
義する。

II)入力の基準

※どの項目に何を入力するか、プルダウンから選
択か、プロジェクトごとに選択するか、手入
力か定義する。

III)計算する部分の定義

※面積や長さ、体積などBIMで計算する範囲とそ
の活用を定義する。

・手間のかかる調整・作成・設定を、事前に用意し
た作業環境

①入力用に準備した作業環境（あらかじめ設定して
おくこと、プルダウンの選択肢の調整）

②形状・属性等をどう活用してレイアウトする、集
計表をつくる、リンクをする設定・調整

※テンプレートを見れば、どのように調整等を行

なっているか分かるので、入力手順を想定で
きる。ただし、テンプレートが想定した入力
手順で無くともBIMの入力は可能。

I)自動作図の仕組みと使い方

※きちんと作図するための表示非表示・詳細度・
線種・リンク・表示範囲・表示奥行等の細か
い調整

II)自動表記の仕組みと使い方

※きちんと表記するためのパラメータ項目､タグ､
集計表の作成・設定

III)自動計算の仕組みと使い方

※きちんと計算するための集計表の作成・設定

• 3つのツールの概要は下図の通りである。

 モデル作成ルールの全体像イメージ（意匠）



 入力基準書とチェックリストのイメージ（意匠）
• Revit･Archicad･VectorWorks･GLOOBEの入力基準について検討し、BIMソフトによらず原則として

共通のものとして「入力基準書」を作成した。

モデル作成ルール（意匠）
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行なうことを記載 分かり易いように行なってはいけない例を添えて記載

• BIM図面審査の段階では、入力基準書
は作図・表記・計算に関する内容と
なる。

• BIMデータ審査の段階では、作図・表
記機能のかなりの部分をビューアが
受け持つため、入力基準のうち作
図・表記の基準の多くが消滅し、属
性入力に関する基準が追加されるこ
ととなる。

補足：入力基準書の全容

BIM図面審査用

BIMデータ審査用

作図 表記 計算

属
性



モデル作成ルール（意匠）

14

 防火区画図の例  防火設備関係明示の例

 避難経路明示の例  面積関係明示の例

• 以下の明示などを行うことができる（仮称）標準参考テンプレートを整備した。

選択すること
により、種別
を表示平面図ビュー、

集計表、凡例
ビュー等の表示

経路の表示と
距離計算

集計範囲の表示
と面積計算



モデル作成ルール（構造・設備）
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構造計算
ソフトA

構造BIMモデルの生成:
基本テンプレート（既往のテンプレ－トを想定）に

よる構造図の作成（自動、詳細加筆）

構造計算の準備（入力要件）：構造計算に必要なもの、
構造モデル化と定義すべき基準と方法

（BIMでも現状と変わらず）

構造計算
ソフトC

構造計算
ソフトB

チェックリスト：

情報交換のための
構造標準

フォーマット

情報交換のための
構造標準

フォーマット

独自の
フォーマット

 モデル作成ルールの全体像イメージ（構造）  モデル作成ルールの全体像イメージ（設備）
• 意匠-設備間の整合性確認について、継続検討する。

（IFC連携では現状、できることが少ない。）

• 意匠図と設備図のベース図の整合をとる手法としては
以下が考えられる。
●同一ソフトの場合

• 設備BIMモデルが、意匠BIMモデルのオブジェクトを参照する。

• 設備BIMモデルが、意匠BIMモデルのビューをリンクビューとして
参照する。

●別ソフトの場合

• 意匠BIMモデルから書き出されるCAD図(PDF図)とIFCの整合に依存
する(検討中、下図参照)。

• 設備計算の整合を取る手法は、ネイティブの機能に依
存する。別ソフトでは新たなIFC変換ルールが必要。

 設備BIM専用ソフトでの整合性確保の課題

入力の範囲、解析条件の定義と結果確認、
計算書と図面の整合性確認（テンプレート
利用による自動作図）、数値の整合性確認、
構造図間の整合性確認省略範囲、等

（従来と
変わら
ず）



確認申請用CDE構築の検討

Ⅱ－③ 確認申請用CDEの構築（ビューア、データ共有、IFCと
PDFの整合確認機能等）
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BIM図面審査の定義に係る検討の進め方イメージ

• 建築確認におけるBIM活用推進
協議会に設置するWGを中心に、
検討を実施

整合性確認省略のための技術的検証

整合性確認省略を含むBIM図面審査の定義

【部会５にて検討】審査省略実現に向けた技術的検証と課
題の整理

成果のまとめ

BIM図面審査の在り方の整理

「整合性確認」の定義・実態調査

昨年度成果に基づく整理

整合性確認省略の対象項目の設定

BIM図面審査の手法・手順・審査環境の検討

アンケートによる整合性確認の実態調査

省略の効果・技術的難易度・申請者の追加負担等に基づく
優先順位の設定

BIM図面審査の手順・手法の整理と
審査環境（CDE）に求める機能要件の整理

▼現段階での検討
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「BIM図面審査」「BIMデータ審査」の将来像と「BIM図面審査」の到達点

＝「整合性の高い図面作成」
整合性の高い図面が作られる手法と、それにより
「必然的に」整合性審査が省略される審査の方法

・整合性の高い申請図書の作成
BIMを活用した図面の作成

・申請データの共通化・標準化
（仮称）標準参考テンプレートやモデリングルール活用の普及

・申請・審査の効率化
（仮称）標準参考テンプレート活用による凡例の共通化や図書表現の統一化・整合性確認の合理化

BIM図面審査で達成すべきこと

0
Step

2025

1
step

BIM普及の後押し

 審査支援機能実現のための審

査データの標準化

 ２D図面審査と同等以下の手間

による申請～審査の実現

2
Step

202X

標準化されたBIMデータ活用

 建築に関わるデータの正規化

 審査支援機能による審査期間

の短縮と審査業務の効率化 3
Step

20XX

建築業界全体の生産性向上

 設計・審査・施工・保守の各

工程でのBIMデータ活用の普及

2D図面審査（2D CAD）
BIM図面審査

BIMデータ審査
＝「効率的な法適合審査」
これまでの審査の定義や在り方から離れ、
「データを取り出し、見る」ことによる効率
性を追求した審査の方法

18

• BIMを活用した確認申請の検討目的として、BIMデータを活用した将来像を再度整理し
「BIM図面審査」で達成すべき到達点を設定した。



申請図書作成

審査・指摘対応（仮受付）

審査・指摘対応（本受付）

申請者（設計者） 審査者

通知

確認申請用CDE

確認済証交付

PDF
PDF

PDF PDF PDF
照合 照合

紙

output access 明示事項の審査

法適合の審査

整合性の確認

モデリング

加筆による申請図化

モデルの参考利用

審査対象外

BIM

BIM

PDF PDFupload

upload IFC

指摘回答・補正

指摘回答・補正

（仮称）標準参考テン

プレートによる図面化

IFCに変換

PDF accessPDFupload
BIM由来でない申請図書

施工・工事監理 検査 図書保存

申請図書作成

・申請者は（仮称）標準参考テンプレート（あるいは（仮
称）標準参考テンプレートに準ずるテンプレート、以下
同）を用いて共通モデリングルールに基づきBIMでモデリ
ングを行い、（仮称）標準参考テンプレートによる図面
化、2D加筆により図面を作成し、PDFに出力して審査者に
提出（確認申請用CDEに電子データをアップロード）

・申請図の基となったBIMデータをIFCに変換してアップ
ロード

・BIM由来でない申請図書（構造計算書等）をアップロード

審査・指摘対応（仮受付・本受付とも）

・審査者はPDF図面を目視により読み取り、明示事項の審査、
法適合の審査、整合性の確認を実施

・アップロードされたIFCデータは、３次元モデルによる形
状の理解等に利用し、直接の審査対象とはしない。

・不明点、指摘事項等については確認申請用CDEを用いてや
り取りを行い、必要に応じ図書の補正（図面の差し替え、
追記修正等）を実施。（修正データをアップロード）IFC
データにより生じた疑問については、PDF図面の修正や追
記等を指示し、図面により確認を行う。

通知

・審査完了後、確認済証（紙）を発行。審査済PDFデータを
副本としてダウンロード。

施工・工事監理

・副本（PDF）の情報が施工者・工事監理者に電子データと
して共有され、それをもとに施工、工事監理を実施

検査

・正本（PDF）と照合し検査を実施

図書保存

・正本はPDFのまま保存

「BIM図面審査」の基本的なフローと課題の整理

①審査環境

⑬保存環境

⑭IFCデータの保存

要否・方法等

③加筆の要否と

その特定方法

⑥IFCルール

④PDFデータ

への変換方法

②モデリングルール

⑪整合性確認の定義

⑧モデル閲覧の要否 方法・範囲

⑨同一モデルからの書き出し確認の要否

upload XML
⑩XML等の別形式データ（申請書等）の必要性・可否

Native

⑦事前審査段階におけるNativeデータ利用の必要性・可否
upload

審査対象外

⑫整合性確認省略の範囲

⑤IFCデータへの変換方法

⑮適合性判定における

データの取り扱いについて

BIM図面審査の基本的なフローと課題の整理
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• BIM図面審査の基本的なフローと想定される課題を洗い出し方向性を整理した。



BIM図面審査の定義（案）

20

• 検討成果を踏まえBIM図面審査の定義（案）を整理した。

提出データ形式
（仮称）標準参考テンプレート※1を活用し、入力基準に従って作成
されたBIMデータから出力されたPDFデータおよびIFCデータ

データ要件
IFCデータはIFC2×3を原則とする
PDFデータは従前の申請図書と同様の表現形式（図面）とし、規則
第１条の３に基づく図書の種類と明示事項を満たすものとする

提出方法
審査用のクラウド環境にPDFデータおよびIFCデータをアップロード
することによって行う

審査環境
国によって2025年中に整備される確認申請受付システムおよび確認
申請用CDEを標準とし、同等の環境であれば各機関によって個別に
整備された環境でも可とする（詳細な要件は別途記載）

審査方法・手順
（別途記載）

審査範囲・責任区分等
従前の紙・PDFによる審査の範囲と同様とし、図書に明示された事
項が審査の対象および責任範囲（IFCデータに含まれる情報であっ
ても、PDFに明示されていない情報については責任を負わない）

整合性確認の省略
入力基準や（仮称）標準参考テンプレートの使用を前提とし、一定
の範囲について整合性（図書の複数個所に記載された情報の同一
性）を確認したものとみなす
省略対象範囲はチェックリストにより確認（詳細は別途記載）

BIM図面審査

＝BIMデータから出力された
整合性の高いPDF図面による審査方法

従前と同様の図書による審査を前提としつつ、（仮称）標準参考テンプレート
の活用により整合性の高い図面出力を可能とすることで、スムーズな制度の導
入と審査の効率化を両立させる。
一部の審査項目については、（仮称）標準参考テンプレートの使用のほか、
データの入力ルールに従ったデータ作成を要件とすることで、整合性確認の省
略を行うことが可能なものとし、さらなる効率化を図る。

※1（仮称）標準参考テンプレートに準じるテンプレートも可

申請者（設計者） 審査者

確認申請用CDE

output
access 明示事項の審査

法適合の審査

整合性の確認

（仮称）標準参考テン

プレート/入力基準に

基づくモデリング

（仮称）標準参考テンプレート

による図面化・加筆

ビューアによる形状

確認（参考利用）

審査対象外

upload

upload IFC

入力基準への適合状況・省略項目等チェック

IFCに変換

accessupload
BIM由来でない申請図書

BIM

BIM

PDF

チェックリスト

upload

access

整合性確認省略

項目・条件確認

access

入力基準書

PDF

PDF

チェックリスト

PDF



BIM図面審査の審査フロー（案）

BIM図面審査の審査手順（案）抜粋
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• BIM図面審査の審査フロー（案）を整理した。



BIM図面審査における整合性確認の省略について

整合性確認の定義
・図書の複数個所に記載された審査に必要な情報のうち、形状・位置・数値が同一、文字情報の意味内容が同一であることを確認する

こと
・整合性の確認は、法適合の審査と一体となって審査を行う

整合性確認の目的
・審査に必要となる情報を一意に特定することで、法適合審査においてそれぞれ異なる情報に基づく判断が下されないようにすること
・図書に含まれる情報の同一性を確保し、審査済図書に基づく建築を担保すること

×
A 機械的判定が可能なもの
（形状の重ね合わせや数値等、完全に一致するもの）

B 意味内容の判定が必要なもの
（文字情報の意味するものが同一、解釈の一致など）

① モデル内の同一情報の引用により表示されたもの
（同一の情報に基づくことが明らかなもの）

②計算結果等人的エラーが生じないもの
（システムによる結果であることが明らかなもの）

③ 2D加筆等、情報の個別性が高いもの

情報の種類による区分情報の入出力方法による区分

整合性確認省略の考え方
チェックリストによりデータ作成方法、情報の出力方法等を提示、方法の宣言をもって一定の範囲の整合性について確認したとみ
なす

整合性確認の省略対象

整合性確認の省略範囲の設定
効果の高さ×技術的難易度×追加的負担 を考慮し設定

情報の種類と整合性確認の範囲

22

• 整合性確認の省略について、整合性確認の定義・目的を整理し、省略の考え方・対象
となる情報について整理した。



「BIM図面審査」に用いる確認申請用CDE仕様書（β版）

23

• 確認申請用CDE仕様書作成の進捗状況は下表の通り。



「BIM図面審査」に用いる確認申請用CDE仕様書（β版）

24

• 建築確認におけるBIM活用推進協議会からの要望やICBAの確認申請受付システムとの連
携・役割分担、機能と費用のバランスを考慮しながら、α版の仕様書に赤字の仕様を追
加した。



「BIM図面審査」に用いる確認申請用CDE仕様書（β版）

25

• 建築確認における
BIM活用推進協議会
からの機能要望を
踏まえ、青い部分
をCDEの機能として
取り入れることと
した。



「BIM図面審査」に用いる確認申請用CDE仕様書（β版）

• 「BIM図面審査」に用いる「確認申請用CDE」の仕様書（β版）をとりまとめた。

＜目次＞

I. 基本要件

II. 機能仕様

III. 非機能仕様

IV. BIM図面審査に対応した機能
仕様

V. 受付システムに対応した機
能仕様

※V.については、引き続き検討が必要

26



BIMデータ審査：
BIMデータを用いた審査の検討

Ⅱ－② 確認申請用IFCルールの策定（確認用書き出し/読み込み
ルール）

27



申請図書作成

審査・指摘対応（仮受付）

審査・指摘対応（本受付）

申請者（設計者） 審査者

通知

確認申請用

CDE

施工・工事監理 検査 図書保存

明示事項の審査

法適合の審査

整合性の確認
モデリング ビューアによる

申請情報の表示確認

upload access

データ変換

＝明示事項の確認

＝責任区分の確認

確認済証交付

PDF

照合 照合

viewer

viewer

指摘
回答・補正

指摘
回答・補正

outputBIM PDF PDFupload

（仮称）標準参考テンプレート

による図面化

BIM IFC IFC

access

PDF PDFupload

BIM由来でない申請図書

access

viewerviewer

viewer

viewer

「BIMデータ審査」の基本的なフローと課題の整理

①審査環境

⑯保存環境

⑰IFCデータの保存方法等

⑧IFC変換時の

データ削減

の要否

⑥IFCルール（IDM/MVD）

④PDFデータ

への変換方法

②モデリングルール

⑪IFCとPDFの審査対象の区分

⑬同一モデルからの書き出し確認の要否

⑭XML等の別形式データ（申請書等）の必要性・可否

⑤IFCデータへの変換

方法

⑩IFCデータによる審査の手法（集計表・ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等）

⑨IFCの審査対象範囲の特定（制限）方法
③（PDF審査部分）

加筆の特定方法

⑮BIMデータ審査における整合性確認の省略方法

⑯IFCによる審査部分の保存方法（IFCのみ／PDFへの変換）

⑰消防同意等へのIFCの活用可否

⑫ IFCとPDFに情報が重複することへの対応

⑦IFCデータ受付時の

データチェックの必要性

BIMデータ審査
＝「効率的な法適合審査」の実現と
「きれいな」データ連携への移行

これまでの審査の定義や在り方から離れ、「デー
タを取り出し、見る」ことによる効率性を追求し
た審査の方法

・法適合審査の効率化
法適合の審査フローの明確化と、それに適した
審査ビューア、チェックリスト等の審査ツール
による法適合審査の効率化

・データの連携・利活用の基礎
プロジェクト情報等の共通化された情報を取り
出す仕組みの構築とデータの連携の基礎づくり

BIMデータ審査で達成すべきこと（段階的目標）

・BIMデータそのものの審査
自動チェックによる明示事項審査の省略、法適
合審査のさらなる効率化

・データの連携・利活用
確認申請データによるデータ連携基盤の実現

BIMデータ審査の基本的なフローと課題の整理
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• BIMデータ審査の目的を定義し、基本的なフローと定される課題を洗い出した。



「BIMデータ審査」の定義（素案）

提出データ形式（未定）
BIMデータから出力されたPDFデータおよびIFCデータ

データ要件（未定）
PDFデータはバージョン〇〇以上、IFCデータは〇〇を原則とする
審査項目に応じ、PDFもしくはIFCデータによる提出を行う。（情報の
重複はないものとする、あるいは審査項目に対しどちらかのデータを
正として扱う）
PDFによる審査を行う項目については従前の申請図書と同様の表現形式
（図面）とするが、図書の種類と明示事項については規則第１条の３
の改正を行う。

提出方法（未定）
審査用のクラウド環境にPDFデータおよびIFCデータをアップロードす
ることによって行う

審査環境（未定）
詳細な要件は別途記載

審査方法・手順（未定）
別途記載

審査範囲・責任区分等（未定）
PDFによる審査項目について、BIM図面審査と同様
IFCによる審査項目について、ビューアにより表示された情報をBIM図
面審査におけるPDFと同様に扱う（IFCデータに含まれる情報であって
も、ビューアに表示されない情報については責任を負わない※提出
データの削減もしくはビューアによる表示制限を前提）

BIMデータ審査

＝BIMデータに内包された情報をビューアにより審査ごと
に適した方法により表示し確認することで、PDFによる
図面を代替する審査方法
※確認方法は、表示された情報の視認を原則とし、一部機械的な判定の活用を検討

審査に必要な情報が様々な図書に分散、あるいは同一の図書に網羅的に含まれ
る等により、法令ごとの審査において情報の選別や確認に手間がかかっている。
審査に必要な情報を、法令ごとの審査や手順に適した方法によりIFCデータから
取り出し、ビューアにより表示させることにより、効率的な審査を実現する。
審査は原則として情報の視認によるものとするが、数値の大小や一致など、一
部の判定については機械的な方法による支援を行う。

申請者（設計者） 審査者

upload access

データ変換

output upload

（仮称）標準参考

テンプレート

による図面化

IFC IFC

access

upload

BIM由来でない申請図書

access

BIM

BIM

PDF

PDF

確認申請用

CDE

明示事項の審査

法適合の審査

整合性の確認

viewer

PDF

PDF

29

• 検討成果を踏まえ、BIMデータ審査の定義（案）を整理した。



「BIM データ審査」に必要となるIFC およびCDEの仕様に係る検討

30

• 建築確認におけるBIM活用推進協議会より提示
された5項目（右表）を検討対象とし、BIM活用
推進協議会でまとめた法チェック手順をベース
に手順の詳細化を図り、BIMデータ審査に必要
なIFCルールおよびCDEの仕様の検討を行った。

 検討手順

意匠分野の項目（赤字の部分を検討）

①法第52条容積率、法第53条建蔽率（延べ面積も含む）

②法第35条 排煙

③令第112条 防火区画、令第114条：防火上主要な間仕切り壁

④確認申請書

⑤法第2条の6 延焼の恐れのある部分

⑥斜線検討



「BIM データ審査」に必要となるIFC およびCDEの仕様に係る検討
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「BIM データ審査」に必要となるIFC およびCDEの仕様に係る検討
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「BIM データ審査」に必要となるIFC およびCDEの仕様に係る検討
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「BIM データ審査」に必要となるIFC およびCDEの仕様に係る検討
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「BIM データ審査」に必要となるIFC およびCDEの仕様に係る検討
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「BIM データ審査」に必要となるIFC およびCDEの仕様に係る検討

36

• 「BIM データ審査」に向け、今後あるべきBIMデータ審査用モデル（案）等の検討を行っ
た。また「BIMデータ審査」対応のために必要なBIMソフトウエアに対するアドオンソフ
ト等の機能イメージを整理した。

（現在）

（将来）
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1.BIM図面審査開始までに準備が必要なもの（素案）

1. 確認申請用CDE

① 確認申請用CDE（PDFビューア、IFCビュー
ア、BIM図面審査に必要な審査補助機能等
が付いている。）…BIM図面審査開始の約半年から
4か月前

② CDE運営事業者の体制構築・トレーニング
 （仮称）業務運営（確認申請用CDE運営）マニュ

アル…BIM図面審査開始の約半年から4か月前

 トレーニング（講習）

③ ICBAの確認申請受付システムの機能拡張
 ICBAの受付システムとの接続、運用調整

 ICBA確認申請受付システムマニュアル改定版

2. BIM図面審査（整合性確認省略を含む）への対応

① 確認申請図書作成ツール（BIM図面審査対応版）…2025年度
初め

 入力基準書（データの入力・図面への書き出しルール）

 （仮称）標準参考テンプレート（入力基準書により設定され
たルールを実装したもの）とその説明書・入力ガイドライン

 チェックリスト（整合性確認を省略する項目や、データの入
力ルールに沿って入力されたこと等をチェックするもの、申
請者者側が作成）

② 確認申請図※の表現・凡例の参考図（※BIMから出力する
確認申請図）…2025年度初め

③ （仮称） BIM図面審査 申請・審査マニュアル…BIM
図面審査開始の約半年から4か月前

 整合性確認省略の条件と、確認審査・構造適判・省エネ適判
における整合性確認省略

 IFCデータの位置づけと条件 …等

④ 法施行規則の見直し、技術的助言の発出等
 整合性確認省略の条件

 チェックリストの位置づけ、設計者の責任

 審査時の提出対象・保存対象…等

⑤ 申請者・審査者のトレーニング
 （仮称）確認申請用CDE利用マニュアル…BIM図面審査開始の

約半年から4か月前

 （仮称） BIM図面審査 申請・審査マニュアル（再掲）

 ICBA確認申請受付システムマニュアル改定版（再掲）

 確認申請図書作成・申請のためのツール（再掲）

 トレーニング（講習）
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• BIM図面審査開始までに準備が必要なもの（素案）を整理した。



2.今後の工程検討

39

準備が必要なものの
洗い出しとあわせ、
工程を検討中


